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アダム・スミスにおける Instruction に関する一考察 
平岡さつき 
はじめに 
中内敏夫氏と筆者が、人間形成作用の一形態として「教化」を挙げ、それに instruction
という語をあてたことについて、いくつかの疑問の声があがっている。疑問点は二種類あ
り、ひとつは、「教化」概念が、「宣伝」や「プロパガンダ propaganda」とは異なる概念で
あり、社会集団の秩序を維持・発展させることや、自分と他者との関係を調整する力をつ
けることを目的とした人間形成であるととらえ、それにいわば肯定的な意味を付与したこ
とについてである。もうひとつは、伝統的な日本の教育学が、instruction には「教授」と
いうタームをあててきたことに関する。本稿では、instruction が「教授」というタームに
は限定的に統括されないという検討をして、「教化」が、似ているが個別な意味をもつ「教
育」という概念にとって時に必要不可欠な要素を含むものではあっても、あくまでも異な
るものであると結論する筋道への導入としたい。 
 中内氏と筆者は、instruction ということばに、アダム・スミス（1723‐90）の『諸国民
の富』（一般には『国富論』1776）の使い方を例示して叙述したので、まずこの点を詳述し
てゆくことが本稿の課題となる。 
『諸国民の富』の第五編第一章第三節第三項の題目は、“Of the Expence of the 
Institutions for the Instruction of People of all Ages” となっている（１）。この第三項の
叙述に注目して、「命令」や「説教」という意味があるinstructionを「教化」と解し、アダ
ム・スミスにしたがって、公立学校がおこなうのはeducationであり、instructionは教会の
任務である、と指摘した。そのうえで、「社会秩序を維持したり発展させたりするための道
徳的規範を一方的に、あるいは対話を重ねながら人格化していくしごと」（2）をinstruction
と述べ、この人間形成作用の一側面を現代に意味づけなおすことの重要性を訴えたわけで
ある。 
 
１ アダム・スミスにおける Instruction 
ここではinstructionを「教授」ではなく「教化」とした意図を、『諸国民の富』に即し
て論じよう。まずは、掲出した当該項の邦訳がどうなっているのか、いくつかを検討して
おきたい。最近の邦訳の代表的な四種類、①杉山忠平訳『国富論』（岩波文庫、2001 年）、
②水田洋訳『国富論』（河出書房新社、世界の大思想８、1974 年）、③大内兵衛・松川七郎
訳『諸国民の富』（岩波書店、1969 年）、④玉野井芳郎・田添京二・大河内暁男訳『国富論』
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（中央公論社、世界の名著 31、1968 年）についてみてみることにしよう。①は「あらゆる
年齢の人びとの教化のための施設の経費について」（３）、②は「あらゆる年齢の人々を指導
するための諸施設の費用について」（４）、③は「あらゆる年齢層の人民の教化のための諸施
設の経費について」（５）、④は「あらゆる年齢の人々を教化するための施設の経費について」
（６）とそれぞれ訳している。②の水田洋が「指導」としている以外はみな「教化」という訳
語をinstructionにあてている。 
これは先の第三項の内容にかかわるであろう。ここでは、教会や宗派の教義を教えるこ
とに関する叙述が、大半を占めているからである。冒頭は、「あらゆる年齢層の人民の教化
のための諸施設は主として宗教上の教化のためのものである」と始まる（７）。文中の教化と
いう語はすべてinstructionに対応している。 
アダム・スミスによれば、キリスト教会と僧職者が領主権の統治を超えて人民の生活を
支えたことから、さまざまな自由権を保有するに至り、そのことから、逆に王権に権利を
簒奪されるような、あるいは屈従する僧職者の教えには、人民は耳を傾けないだろうとい
うのである。「そういう人々の教化の誠実さにもうなんの信頼もおけなくなるin the 
sincerity of whose instruction they could no longer have any confidence」（８）。庶民に基
礎を置く宗教は、厳格な道徳の体系を持つことで庶民の信用を得た。それは上流の人々が
放縦な体系を尊重したのと対比的であり、「庶民の道徳はほとんどつねにきわだって方正で
秩序正し」かった（９）。そうした生活上の道徳信条について、領主が介入する資格を持って
いることはまれなのであって、その点については僧職者の教義に依存するしかない。国家
から相対的に自由であった教会と僧職者たちのinstructionがこの項の内容である。 
いわば、生活秩序にそむかないよう、教えを訓戒されたり、説教されたりして自らを律
することになる作用が instruction なのである。政治権力からの統治作用として、従順な国
民を形成するという意味ではなく、政治権力からは自由に、生活信条や行動、態度、それ
らを導くことが instruction である。 
他方でアダム・スミスは、その枠に収まりきれない意味をこのことばに含めている。こ
の前の項、すなわち第五編第一章第三節第二項は、「青少年の教育 Education のための諸施
設の経費について」と題されており、college、university あるいは school が問題にされて
いる。ここでも instruction が用いられているが、まえほど単純ではない。instruction の邦
訳を比較すれば、①は圧倒的に「教化」で統一しようとしているが、②は逆に「指導」で
一貫している。③は「指導」を多用しているものの、文脈によって訳し分けている。 
一例を挙げてみよう。“In some universities……he still has some dependency upon the 
affection，gratitude，and favourable report of those who have attended upon his 
instruction”の部分（10）を①は、「いくつかの大学では……彼はやはり、彼の授業を受けた
人びとの愛着や感謝や好意的な評判に、ある程度依存している」と訳し（11）、②は、「若干
の大学では……かれはいぜんとして、かれの指導をうけた人々の愛着、感謝および好意的
な報告に、いくらか依存している」と訳し（12）、③は、「若干の大学ではかれは、自分の授
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業を聞いた人々の愛情や感謝や好意的な報告を依然として多少ともあてにしている」（13）と
訳している。大学の教師のことであれば、指導はすなわち授業であったから、ここの訳語
の差はたいしたことではないかもしれない。しかし別の箇所である、“instruct each student 
in all arts and sciences”の部分になると（14）、意味はだいぶ異なってくるだろう。①は「教
える」と（15）、②は「指導」と（16）、③は「指導」と訳している（17）。ここの記述は明らか
に学科のinstructionなのであるから、「教化」という日本語はあてられない。このように見
てくると、アダム・スミスのいうinstructionは学問を教えることを含んでいたようにも考
えられる。ただし、大学におけるarts and sciencesの中身が問題である。ヨーロッパの大学
では、長く哲学は神学に従属していた、あるいは神学の手段として取り扱われたからであ
る。ラテン語の学習も、教会の礼拝の言語として、神聖な学問の言語として、大学の本質
的な部分をなしていたのである。 
アダム・スミスは、もともと公立学校や大学での「教育」は職業のための（特に聖職者
の養成）、実務の「教育」（education）であったはずだと展開させ、その「教育」について
もinstructionということばをあてている。たとえば、“instruct them in some profitable 
trade or business”というように（18）。あるいはギリシャの自由市民（free citizen）は体
育館での訓練や音楽をinstructされるが、それは体育訓練をすることで戦争の疲労や危険に
耐えられるようにとの意図があってのことだと（19）。アダム・スミスのこのような用法を考
えると、instructionは学科といっても、職業・実務・運動などのスキルにかかわっている
ものであることが明らかになってくる。 
他方teachという用語は、個別の内容を伝達することにかかわって用いられている。“In 
the school the youth are taught，or at least may be taught，Greek and Latin，that is，
every thing which the masters pretend to teach，or which，it is expected，they should 
teach．”「学校では青少年はギリシャ語とラテン語とを教えられるか、またはすくなくも教
えられてもいいことになっている。いいかえれば、教師が教えると称するもの、または教
えるべきだと期待されているものはそれだけである」（20）。 
あるいは、庶民教育にも言及し、チャリティー・スクールとかパリッシュ・スクールと
かを引き合いに出して、読み書き算を論じているときにteach ということばを頻繁に使い
つつ、幾何学と機械学の初歩（the elementary parts of geometry and mechanics）につい
てはinstructionという語を用いているという区別がある。読み書き算は「教育のもっとも
基本的な部門」であり、公共社会はそのために小さな学校を設立して助成する。他方、幾
何学や機械学の初歩については、その原理を適用する機会、つまり「ふつうの職業」に有
用であり、庶民を訓練し改善することにも有用であるという意味で、instructionが用いら
れている（21）。 
instruction がこのように限定されて使われていることを、もっと深刻に示しているのは、
この項の最後にあたる部分である。原文では次のとおりである（アンダーラインは引用者）。 
“Though the state was to derive no advantage from the instruction of the inferior 
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ranks of people，it would still deserve its attention that they should not be 
altogether uninstructed．The state，however，derives no inconsiderable advantage 
from their instruction．The more they are instructed，the less liable they are to the 
delusions of enthusiasm and superstition，which，among ignorant nations，
frequently occasion the most dreadful disorders．An instructed and intelligent 
people besides are always more decent and orderly than an ignorant and stupid 
one．”（22）
 邦訳の①を参照すれば、 
「下級階層の人びとの教化から国家はなんの利益も得ないとしても、彼らをまったく教
化されないままにしておくべきではないということは、やはりその配慮に値するだろ
う。ところが彼らの教化から国家は少なからぬ利益をえているのである。彼らは教化
されればされるほど、無知な諸国民のあいだでしばしばもっともおそるべき無秩序を
引き起こす熱狂や迷信の惑わしにかかることが、それだけ少なくなる。そればかりで
なく、教化された知的な人びとは、無知で愚鈍な人びとよりも、つねに礼儀があり、
秩序正しい」（23）。 
五ヵ所あるinstructionはすべて教化と訳されている。見事なまでに徹底している。他方
の②は逆にinstructionを「指導」という訳語で五ヵ所のみならず、本書すべてを一貫させ
ている（24）。③はその点考慮がされており、「指導」と訳すことをしながらも、五ヵ所ある
うちの最後のinstructedを「教育のある」と訳語を変えている（25）。 
 引用した部分のすぐ前のところで、アダム・スミスは、「文明社会において、すべての下
層階級の人々の理解力をひじょうにしばしば麻痺させているように思われるはなはだしい
無知や愚鈍」と書き、それを、「人間としての知的諸能力をりっぱに働かされぬ人」で、「人
間本性の性格のいっそう基本的な部分が、不完全でゆがんでいる」と言いつつ（26）、
instructionを頻出させた掲出部分に続けているのだから、明らかにinstructionを知的能力
にかかわる作用と考えている。 
しかしそれは、知的能力の開発そのものを意味しない。instruction することで「無秩序」
が回避され、「礼儀があり、秩序正しい」人が形成されるというのである。instruction をつ
うじて形成される人びとの性格や行動様式などを問題としているのである。 
掲出部分のすぐ前のパラグラフで、アダム・スミスは、ギリシャ・ローマ時代の武器の
使用法を徹底的に教えられることについて、instructedという語を用い、そうした自己の防
衛も復讐もできない人は、「人間の性格のもっとも基本的な部分の一つを欠いている。そう
いう人は、精神が不完全でありゆがんでいる」と述べている（27）。時代と社会の基本的生き
方の技術を学ばないことは、時代と社会の求める人間としての基本的性格にかかわってく
る問題ととらえている。また、「科学は熱狂や迷信という毒に対する偉大な解毒剤であり」
（28）とのべ、Scienceをstudyすることが、精神上の自由と解放につながるものと考えてい
るのである。 
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２ ジョン・ロックにおける Instruction 
これまでみてきたようなアダム・スミスによるinstructionの用いられ方は、市民社会の
思想家ジョン・ロック（1632‐1704）の教育論とどのような関係をもつのか。継承関係に
あるのか、それともアダム・スミスに特異なものか。そのような課題意識をもってジョン・
ロックの教育論Some Thoughts concerning Education（1693）を検討してみたい。例えば
セクション167で、「このような諸学問のすべてにわたって子供に教えることができてbeing 
able to instruct your son in all these parts of knowledge」という言い方をしている（29）。
“these parts of knowledge”というのは、「地理学や天文学や年代学や解剖学などの主な個
所、さらに歴史の或る部分」である。明らかに知的な教授にかかわってinstructionを用い
ている。 
 このセクションの最後のところを引用しよう（30）。 
  “If every slip of this kind produces anger and rating，the occasions rebuke and 
corrections will return so often，that the tutor will be ａ constant terrou and 
uneasiness to this pupils；which one thing is enough to hinder their profiting by his 
lessons，and to defeat all his methods of instruction．” 
 邦訳を添えると次のとおりである。 
「この種の一寸した失錯をもその度に一々怒ったり問題にしたりしていたならば、叱っ
たり矯正したりする機会があまりに多すぎて、教師というものは、生徒たちにとって不
断の恐怖となり不安の種となってしまう。そしてこの一事だけで教師の課業による生徒
たちの利益は妨げられ、すべての教育方法が無効になってしまう」（31）。 
レッスン（訳語では課業）との関係で、methods of instruction といっているのであるか
ら、教授という意味で instruction が使われている。ジョン・ロックにあって instruction
は「教授」となりそうである。 
 しかし、他方では、「その他このように平易な明白な道徳の規則は、適切に選ばれたもの
であれば文字をよむという点でも教育という点でも両者ともに有効なものであろうand 
such other easy and plain moral rules，which，being fitly chosen，might often be made 
use of，both for reading and instruction together」（§159）というように（32）、道徳指導
にあたって、規則を読むことと規則にある行動をとることとを区別しながら、態度形成を
も含んでinstruction（訳語では「教育」）と言っている。明らかにここでは、「教授」とい
った特定の知育を対象とした教育作用について述べる語として用いられていない。 
 周知の通り、ジョン・ロックの教育論は体系だった展開をしておらず、エッセーといっ
た趣を有している。そうであれば、厳密な学術的・定義的意味をジョン・ロックの教育論
に求めることは適切ではないかもしれない。教育学の最初の体系的叙述は、コメニウスの
『大教授学』（Didactica Magna）にさかのぼることができるであろうが、ジョン・ロック
はそうした大陸の教育学の影響を受けずに教育論をまとめたといわれる。学問的洗練さが
不足していると批評されるとしても、市民社会論としての思想の流れにアダム・スミスを
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位置づける試みからすれば、先行する市民社会論の祖ジョン・ロックの思索の跡を探るこ
とは無意味ではないだろう。 
 ひるがえって、ジョン・ロックの教育論は、伝統的に訓育論という性格づけがされてき
たといえる。しかしこれまでの検討はいずれも Learning と題されたまとまり（押村訳では
「学習について」）のなかの記述である。そこで、Learning 以外の箇所で、ロックがどのよ
うな意味で instruction といっているかを見ておかなければならない。 
 セクション 37 の記述は次のようなものである。もともと礼節と暖房と防御のための洋服
であったものが、親の愚劣さと罪によって、洋服が虚栄心と競争心のためのものになって
しまい、子どもは新しい洋服に憧れをいだくようになってしまう。小さな女の子が新しい
衣装で着飾ると、「ちっちゃな女王さま、お姫さま」などと母親は褒め称える。そういうこ
とはどうであろうと、“Thus the little ones are taught to be proud of their cloaths，before 
they can put them on．And why should they not continue to value themselves for this 
outside fashionableness of the taylor or tire-woman’s making，when their parents have 
so early instructed them to do so？”（下線は引用者）（33）ジョン・ロックは疑問を投げか
けている。このところ、邦訳では次のようになっている。「かくして、この少女はまだ自分
では着ることもできないうちから衣裳を自慢することを覚えるのである。親たちがこんな
に早くからそうするように教えこんでいるのに、何の理由があって洋服屋や帽子屋がこし
らえるこの外観の流行によって自らを評価する癖が、いつか止められるのだろうか？」（34）
つまりジョン・ロックは、きれいな洋服を着ることから生ずる見栄や驕慢という心のあり
ようについてのしつけを、instructionといっているのである。 
 ジョン・ロックは自分のからだが弱かったことが理由で、健康の「教育」に熱心であっ
たといわれる。そのためか、かれの教育論は健康の維持に関する内容や physical な事柄か
ら始まっているが、それに続き、この衣装で着飾ることから生ずるうぬぼれや競争心につ
いて言及されていたのである。任意の一ページを開いてみれば、このような、いわば、し
つけにかかわって instruction が使われている箇所はどこにでも見つけ出すことができる。
先にみた知育すなわち知識の教授のみならず徳育も含意するという意味で、ジョン・ロッ
クにおける instruction の広義性は明瞭である。この章で最初に課題提示した両者の関係で
あるが、アダム・スミスの instruction は、ジョン・ロックにおける instruction を継承し
つつ、その教育論をさらに精査する必要があろうが管見の限りでは既述の通り、より限定
された意味をもつものと考えられる。 
 
３「世俗教育」と Instruction 
市民社会の偉大な思想家ふたりにとって、まだ時代は private education なのであって、
大衆教育の普及は遅れていた。ジョン・ロックには上流階級の家庭教育のあり方として紳
士教育論を語るしごとがあり、アダム・スミスには慈善学校 charity school あるいは教区学
校 parish school がとりあえず視野に入るだけであった。パブリックな学校教育を語るには、
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19 世紀の到来をまたなければならない。アダム・スミス以降 instruction という語がどのよ
うな意味で使用されてきたのかを明らかにすることは後日を期すとして、ここでは 19 世紀 
に成立する instruction と education の関係にかかわる制度的な帰結を確認しておこう。 
イギリス学校教育史をひもとくと、宗教の問題で彩られていることがわかる。教育にお
ける中立性をめぐる喧しい議論は、1870 年 Elementary Education Act（基礎教育法あるい
は初等教育法）の成立で決着をみたが、そこに至る過程をみてみたい。 
19 世紀半ばとなり教区学校における民衆教育が提起されたとき、議会では、労働者に教
育を与えると労働をきらい、自らの運命をいやしむようになり、扇動的な読み物を読み、
暴動をも起こすことになるだろうという演説がなされたという（36）。一方で民衆教育を推進
するキリスト教教団にあっては、「国家がいまだ徐々にしか自らの社会的責任に目ざめなか
った時代に、国教派牧師たちが、進取の気性と自己犠牲をもって教育の問題にとりくみ、
経済的負担をになったことに対して、最大の名誉が与えられなければならない」（37）と牧師
たちの活動が称えられた。ただその際、かれらの目指す「教育」は、従順な、貧困な生活
に満足する人びとを形成する宗教教授であり、「世俗教育」は革命の温床と危険視され、反
対された。 
一方で、産業革命の進展にともない、工場内で働く子どもたちの保護が問題にされる。
それが最初に結実するのが 1802 年の工場法であるが、その過程で問題にされた働く子ども
たちの教育とは、支配者の側では、いつでも宗教と道徳がその内容であった。しかし、労
働者階級の側からの要求は、「世俗教育」であった。 
こうしたなかで、1839 年の政府文書、「教育推進のための最近の方策」は、「国家はとく
に、世俗教授をすべての人が受けうるようにする義務を課せられている」と述べた（38）。一
見下からの要求に沿うようでありながら、世俗教授をとおして、無知な大衆がチャーチズ
ム運動の扇動に乗らないようにという意図が、そこにはあった。 
1870 年教育法は、歴史的な意味をもつ。それは、強制教育制度の成立という意味ではな
く、成田克矢によれば、それ以上に、「徹底的な世俗主義をもふくむところの、宗派的な支
配からの公教育の脱却のための格闘が基本的な決着をみたということにおいてである」（39）
。成田によれば、1870 年法の義務就学制度の不完全さは、宗教教授に関する問題がからん
でいたからだという。 
法案策定過程では、school boardが設置する学校において、教育は非宗派的でなければな
らないことにかかわる議論の紛糾が続いた。その決着が 1870 年法の第 14 条の第２項、い
わゆるクーパー・テンプル条項である。そこでは、教育委員会立の小学校（board school）
では特定宗派の教義問答や儀式集を教えてはならないとされた。原文を引用しておこう。
“No religious catechism or religious formulary which is distinctive of any particular 
denomination shall be taught in the school．”（40） 
ここでは、教義と宗教儀式は teach してはならないと明記されている。instruct ではない。
最初にアダム・スミスについて論じたときに、teach は教科内容の伝達あるいは読み書き算
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を教えるときに使われていると述べた。その区別は有効であり、宗教的な精神や態度、敬
虔な祈りを教えることをクーパー・テンプル条項は予期していない。教義や儀式を教える
ことの禁止であり、それらを教材として使うことの禁止なのである。 
他方 1870 年法の第 7 条第 2 項では、従来、聖書や教義問答を読み書きの教材に用い、し
たがって宗教教授があらゆる時間におこなわれていたことに対して、ボランタリー・スク
ール（同条ではpublic elementary schoolといっている。国庫補助を受ける、私立ではある
が公営の学校、したがって公立学校ではない。公立学校は教育委員会立小学校である（41））
では、宗教教授（この項では、religious observanceとinstruction in religious subjects）は、
世俗教授の時間割の前か後ろかの明記された時間におこなわれなければならないとした（42）
。religious teachの禁止とreligious instructionの許容が 1870 年法の中身である。 
 
おわりに 
現代の教育事典によれば、「教化」について、「この言葉は、広くは、学校教育をも含ん
で、今日否定さるべきある種の教育の質をいうものと理解される」（43）と一蹴される。「政
治権力が国民統治の一環として、一定の思想や教義を立て、これを国民に鼓吹し注入する
ものであり、そこでは民衆の科学的認識、別して社会科学的認識の発達は、その思想や教
義に対立的なものとして、抑圧される」。この説明は、第二次世界大戦敗北までの、または
その後におよぶ日本の「教育」のあり方を否定する意味で重要であるとしても、一般に、
社会秩序の維持・発展に役立つルールの遵守や人びとのライフスタイルの形成、そのため
の、ここでいわれる「民衆の科学的認識」までもが否定されるものではないだろう。 
社会思想（史）のうえでは、instruction は「教化」とするのが常識のようである。他方
で教育学では伝統的にドイツ教育学の影響を受けて、陶冶と訓育とに教育機能を二分化さ
せるのが常識である。その陶冶が、別に教授と言い換えられることがある。あてられてき
たのは instruction である。instruction ということばが知識・技能の教授をさす陶冶として
用いられる過程、すなわちアダム・スミス以降の instruction をたどる必要があろう。 
宗教と教育、政治と教育が未分化な体制にあった近代日本では、「教化」という語が意味
する事柄が個人の自立を著しく阻むものとして作用してきたことは否定できない。「教化」
という語が忌避される歴史的妥当性がある。「教化」と似ているが個別の概念である「教育」
の目的は個人の自立である。ただし、個人があくまでも社会の一員である以上、その社会
に参加し、その秩序を維持し発展させる能力の獲得を射程にいれないと、その自立はリア
リティーを欠くことになる。instruction の内包・外延を吟味するのはそのためである。 
既述のとおりアダム・スミスの instruction は、職業、実務、運動スキルの訓練、その社
会に求められる生活信条や習慣づけ、身や心の処し方の方向づけに用いられている。これ
らの人間形成作用は、education と異なるものとして位置づけることができるだろう。両者
の再編が考えられるとしても、こうした相対化が前提となる。 
学校は、読み書き算をはじめとした一定の知識や技術の体系を教授し習得させるだけで
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なく、生活習慣や一定の信念、性格・行動様式までをも形成する機能をはたす場として「教
育」の歴史以上に長い歴史をもつ。これまでにも伝統的な教育学の概念である陶冶と訓育、
教授と訓練とを区分し、各固有の論理と相互の関連づけをめぐる様々な試行錯誤がおこな
われてきた。現代日本の教育課題を前にしてどのような論理構成と関連づけが求められて
いるのか。そのさい人類が獲得してきた歴史的帰結点を看過することはできない。 
とりあえず本稿では、instruction の本来の意味を探ることで、上記の概念吟味への接近
としたい。 
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                 Abstract 
A Study of the Concept ‘Instruction’: 
Focusing on a work by Adam Smith  
Satsuki HIRAOKA 
This thesis has made clear what are the connotation and the denotation in the 
concept ‘instruction’ focusing on a work by Adam Smith. The contents are as follows. 
１．The concept ‘instruction’ in a work by Adam Smith 
２．The concept ‘instruction ’ in a work by John Locke 
３．The non-religious education and the concept ‘instruction’ 
 The concept ‘instruction’ is similar to the concept ‘education’. However they 
are different. In Japan the word “instruction” is usually used synonymously with 
“teaching”. On the other side, it is used synonymously with “indoctrination”. The latter 
is used as a negative meaning “infusion”. 
I researched into works by Adam Smith and others then I inquired into the 
connotation and the denotation in the concept ‘instruction’. The concept ‘instruction’ 
implies to acquire useful skills, to acquire powers of reflection and judgment, a prayer, a 
relation, making of life -style and so on.  
So far there were educational experiments concerning ‘teaching’ and ‘training’, 
‘cultivation’ and ‘moral education’ in Japan. At present the subject of school in Japan is 
to be corrected to construct their concepts.  
 
 
 
 
 
 
